
批

城

節
十
九

潜

地

駅
.p(.･i
郷

偲

5.
.g
三
十
九

懲

ゥ7
.g
川
蝶
珠
洲
那
北

大
爪
丁
二
叩

3

川
中
伴
が

+G
州
に
於
け
る
蛾
t.I)
榊
油
杭
の
抱

の
移
入
路
に
就

い
て

地
理
敦
符
第
十
二
篠

4

珠
洲
耶
増
梅
村
席
i.#
見

昭
利

三
=

節

三
班

三
0

.g

八

5

轟
沈
局

総
菜
璃
軌
諮
統
計

6

辻
村
太
郎

史
北
瀞
孤
の
形
瀧
仙畔

地
排
鮮
評
論
妨
大
塔

7

川
中
停
肘

本
州
梅
内
-姑
部
に
於
け
る
鈍
治
開
通
前
の
轍
の
移

入
路
に
つ
い
て

地
壌
融
点
四
十
三

山
形
地
方
道

｡
街
路
の
磯
達
に
就

い
て

白

田

金

具

二

山
形
城
下
の
盛
衰
と
交
通

仙
養
藩
と
東
西
に
利
対
し
て
五
卜
七
歯
石
の
都
城
と

よしあ
☆

し
て
戯
土
義

光

が

慶
長
年
間
は
築
造
L
LJ
山
形
城
市
は

膨
大
で
あ
っ
た
'3

現
に
三
十
二
聯
隊
菅
所
に
充
て
ら
れ
あ
る
塵
は
潜
時

か
す
み

の
本
｡
二
の
丸
で
三
の
丸
内
即
ち
今

の
香

澄

町
(
二
の
丸

の
六
惜
大
)
は
主
は
家
中
上
屋
敷
の
所
布
で
あ
っ
た
が
､

政
土
民
は
僅
か
に
三
代
ほ
て
去
-
'
共
襟
瀕
-
紀
和
次

ぐ
小
藩
の
交
代
で
市
域
は
漸
次
棄
放
し
､
三
の
丸
内
西

部
佳
匿
は
蓬
に
消
滅
し
tJ
m
園
化
し
､
折
路
も
昔
日
の

面
影
を
捗
す
る
の
は
城
地
の
南
淡
北
側
即
ち
上
町
､
式

日
町
､
八
目
町
､
三
日
町
'
十
日
町
､
横
町
'
七
日
町

放
散
町
､
大
口
町
､
四
日
町
､
宵
町
等
の
本
過
敏
其
地

歌
榛
の
純
術
路
が
大
城
下
時
代
よ
-
の
町
民
街
と
し
て

残
る
状
況
で
あ
っ
た
｡

rJ
J
に
於

い
て
山
形
商
人
は
奮
適
し
て
登
展
に
努
め

中
に
は
軍
に
山
形
盆
地
の
み
は
銅
棒
せ
ず
､
潜
時
水
路

開
拓
の
最
上
川
か
ら
日
本
海
を
観
て
敦
賀

へ
の
舟
運
で

京
阪
地
方
に
山
形
名
康
の
紅
花
等
室
員
む
..
又
山
形
よ

-
人
馬
で
山
道
を
越
え
て
奥
羽
の
各
地
は
物
資
を
閣
iI



地
榊

記
入

〔
滋
胡
分
の
.L
=-
形
､

朋
治
川

十
.i
叩
夜
行
の
他
聞
に
.P=

人
1
無
線

は
新
約
路

･･･
三
の
丸

△

印
あ
る
箇
所
が
人
の
交
辺
地
も

多
,
日
中
(
十
二
時
間
)
の
人
交
旭

光

.i鵜
川
千
以
上
'

十
I,
印
市
に

川

入
す
る

人
の

伯
も

各
書
簡
仰
J

あ
.J
..L･.Th

A
北
山
形
腿
及
び

大

津

鯨

B
･lE
町
'
恥
山
新
榊
俳
:.D
帖

C
鵬
皆
新
グ
ラ
ン
ト
と
千
鶴
公
_

D
杵
築

(
.2'
入
し
あ
る
D
牛
の
鞘
が
凹
地

火
ガ
は
氷
池
､
柄
が
三
位
油
)

∫IIII GFE

築
地
町

蜘
肌
:聖

豊

新
仕
憲

G
H

の
中
間
'
餌
絡

の

み
あ
る
部

分
に
火
焔
が
あ
る
｡

山
形
前
等
撰
絞

山
形
内
業
撰
枝

光
火
の
焼
粉
は
昭

利
五
和
閑

地
､
席

溌

大

泊
路
(

約
九
甘
栄
)

火
h
D
A
か
ら
江
供
の
方
向
に
鵬
比

岬

粥
村
法
が
あ
っ
た
｡

川
形
地
方
紙
蓑

路
の
海
法
に
就

い
て



地

球

節十
九
怨

等
.
所
謂
兼
北
の
近
江
商
人
と
栴
せ
ら
れ
た
翠
の
梧
躍

撮
わ
で
あ
っ
LJ
｡

常
時
奥
羽
山
脈
の
各
峠
が
愉
帆
を
が
ら
開
登
さ
れ
で

あ
っ
た
の
は
蚤
-
商
蹄
の
補
極
か
ら
で
あ
る
｡

維
新
後
の
山
形
と
三
島
解
合

然
し
明
治
維
新
後
は
地
勢
有
利
な
仙
轟
方
面
が
新
帝

和
束
説

へ
の
連
絡
は
よ
ろ
し
-
､
京
阪
相
手
の
山
形

よ

む
も
却
-
て
優
勢
と
な
る
立
場
は
置
か
れ
た
｡

こ
･J
は
於

い
て
人
文
進
展
の
経
路
に

一
樽
換
期
が
劃

さ
れ
た
鐸
で
あ
る
｡

こ
の
頃
山
形
煤
が
設
置
ru
れ
(
明
治
九
年
)庄
内
置
励

む
合
併
し
､
山
形
が
其
管
内
中
心
地
と
在
っ
て
市
況
復

典
の
機
運
に
向
つ
ね
｡

此
研
第

一
代
の
長
骨
と
し
て
雑
件
ru
わ
た
蘭
州
の
英

傑
三
島
的
庸
氏
が
酒
E;
'
鶴
岡
の
和
服
は
歴
任
L
tJ
山

形
腫
令
と
な
ゎ
､
筏
は
土
木
牒
令
と
も
荊
せ
ら
れ
る
稀

は
英
断
を
以
っ
て
遂
行
し
た
の
に
｢
新
築
｣

の
開
拓
と
順

内
道
路
の
造
誰
が
あ
る
｡

′
･八4T･!

所
謂
｢
新
築
｣
の
開
発

節
三
舵

童
二

六
〇

新
築
と
は
山
形
城
市
を
横
ざ
る
馬
見
ケ
岬
川
萄
河
道

ま
ん
に
ら

の
畔
､
菌

日

河
原

(
苗
の
兼
北
部
)
以
宛
の
慣
域
で
あ

ら
.
三
島
戊
は
rJ
J
は
山
形
商
業
街
の
軸
線
で
あ
る
十

日
､
横
､
七
日
町

の
本
迫
の
北
方
h
T卜
し
て
新
棟
魔
を

遣

わ
､
自
ら
率
先
し

て人
夫
姿
で
働
き
放
螺
月
で
指
導

し
.
官
吏
の
夫
人
等

まで
如
花
数
め
の
日
の
丸
手
拭
を

冠
わ
で
手
樽
払
､
市
民
も
協
力
歓
呼
し
て
工
を
進
め
る

等
の
熱
心
振
-
で
あ
つ
た
と
云
は
れ
る
U

術
之
際
出
凍
上
つ
ね
も
の
は
新
築
断
､

中
､
兼
各
通

か
及
三
島
独
身
等
で
､
之
の
万
両
が
牒
鹿
の
東
は
官
鹿

と
甘
食
の
設
け
ら
れ
る
塵
と
な
っ
た
｡

部
内
道
路
開
蛍

地
勢
上
勝
管
内
外
が
山
岳
は
隔
離
さ
れ
て
ゐ
る
の
で

之
を
統
合
､
開
凝
し
､
且
つ
表
日
本
よ
か
兼
京

へ
の
連

絡
を
つ
け
る
薦
め
の
方
策
上
張
づ
新
時
代
に
臆
ず
る
車

道
の
急
設
を
離
め
た
彼
願
令
は
敢
然
之
が
企
間
は
決
し

所
謂
故
山
の
意
菊
を
以
っ
て
着
手
し
た
｡

先
づ
最
初
は
憩

っ
た
も
の
は
栄
子
隊
進

(
避
工
明
治

九
年
落
成
十
三
年
)
米
韓
か
ら
今
の
苗
聴
付
を
穆
て
舶



島
に
通
ず
る
も
の
､
山
形
服
と
し
て
は
iE
に
表
玄
軌
日

と
云
ふ
べ
き
庭
で
あ
る
｡

T}
JJ
h

攻
は
猿

羽

根

時
(
明
治
十
年
よ
-
十

一
年
迄
)
の
坂
道

いほ
ね

を
開

5,
で
山
形

｡
新
正
閏
を
結
び
'
叉
磐

賦

新
道
.(
同

年
)
を
古
口
村
の
西
方
､
敢
上
川
の
左
岸
に
築

い
て
新

杖

･
比
内
間
を
通
わ
､
次

い
で
他
梅
郡
据
岸
北
端
に
三

か
ね

の
ぞき

摘
新
道
及
び
新
店
の
北
､
金

山

.
及

位

の
新
造

(
明
治

十

一
年
よ
り
十
年
迄
)
ほ
て
款
m
膳
に
通
じ
､
獅
其
の

間
に
三
河
柿
(鶴
岡
)常
磐
橋
(
山
形
の
南
ノ祁
壁
橋

(
莱

韓
)
等
の
橋
梁
'
早
坂
(
上
ノ
山
の
北
)新
道
其
他
管
内

貫
通
道
路
に
大
修
排
を
加

へ
た
｡
之
に
依
っ
て
堀
内
は

新
文
化
抽
入
の
大
動
脈
と
在
る
車
道
が
完
成
し
て
北
よ

-
苗
は
縦
貫
し
虹
に
帝
都

へ
遵
す
る
利
便
を
材
力
事
は

地
方
間
磯
に
資
す
る
塵
極
め
て
大
で
あ
る
｡

乙
の
幹
線
道
勝
完
備
の
翌
､
即
ち
明
治
十
四
年
に
は

故
-
7P

明
治
大
骨
東
北
御
巡
車
の
鋤
返
無
窮
の
光
栗

は
辞
し
､
坦
々
た
る
大
道
に

鳳
費
を
奉
迎
す
る
坤
が

出
来
た
の
で
あ
る
｡

行
軍
銅
巡
路
-
秋
附
腺
-
新
庄
-

酒

田
-
鶴
岡
-

山
形
地
方
沼
｡
術
路
の
教
練
に
就

い
て

新
拡
-
山
形
-
米
韓
-
葉
子

-
蘭
島

開

山

随

造

次
に
東
北
地
方
の
横
断
路
も
且
つ
は
山
形
よ
-
直
様

に
兼
北
新
文
化
の
中
心
地
LJ
ら
凡
と
す
る
仙
轟
に
通
ず

る
車
道
の
必
要
上
様
ば
れ
た
も
の
は
摘
出
術
道
で
あ
る

ruく
な
み

即
ち
東
胡
よ
-
乱
川
の
上
流
に
か

＼
～,h越
え
て
作

並

源

泉
を
経
て
仙
毒
に
連
す
る
も
の
で
.
始
め
は
過
大
夜
掘

-
割
き
ほ
す
る
計
蓋
で
あ
っ
た
由
だ
が
後
地
元
の
有
志

が
三
島
楳
令
は
諮
-
､
且
っ
政
府
に
懇
願
し
て
容
れ
ら

れ
､
明
治
十

二

年
隠
遁
開
盤
を
開
始
し
た
｡

之は
菓
子

隠
遁
と
北
ハ
ほ
鼎
工
串
で
あ
っ
た
が
大
な
る
犠
牲
と
搬
苦

に
よ
っ
て
十
五
年
竣
工
し
た
｡

時
は
三
島
氏
は
既
に
両
島
豚
骨
に
樽
じ
て
居
ね
が
落

成
式
に
は
山
附
内
務
卿
に
随
行
し
て
現
地
に
臨
席
し
素

び
の
飴
か
次
の
歌
を
詠
じ
て
､

山
を
紋
d
J
谷
を
埋
め

て幾
千
代
も
通
ふ
革
の
道
と

在
-
け
ら

｡

仙
轟

｡
山
形
を
結
ぶ
唯

.I
の
良
雄
蓬
と
し
て
以
後
盛

ん
に
利
用
さ
れ
人
力
車
は
よ
る
ス
ピ
ー
ド
路
で
あ
っ
た

三三

･:I
i



地

球

筋

十
九

懲

･Tりーー･-
-

藤
に
敏
速
を
要
す
る
放
出
物
の

一
例
と
し
て
梯
桃
を
運

べ
る
が
現
今
は
貿
畳
共
金
岡
第

一
を
誇
っ
て
は
居
る
が

之
も
三
島
耀
令
の
試
み
の

山
つ
.
北
海
道
か
ら
取
-
よ

せ
て
新
築
に
栽
培
し
且
つ
壁
糊
し
て
成
功
し
た
が
､
即

ち
明
治
二
十
三
年
後
地
道
が
曲
名
は
通
じ
た
後
､
新
鮮

な
る
も
の
を
山
形
よ
-
人
力
車
で
袖
山
新
道
を
走
ら
し

て
仙
量
は
運
び
更
に
戟
追
使
に
ょ
っ

て兼
京
の
苗
場
に

出
し
で
以
凍
販
路
が
漸
次
各
地
は
購

大n
れ
た
も
の
で

あ
る
〇
三
島
野
令
後
の
道
路

其
稜
遭
路
の
聴
蓮
は
順
潮
に
進
ん
で
十
九
年
に
は
荒

川
流
域
よ
-
小
囲
本
を
経
て
新
潟
煤
に
連
す
る
街
道
､

基
他
山
形
よ
-
硬
ち
に
宮
城
螺
は
通
ず
る
裡
谷
峠
米
韓

よ
-
命
津

へ
の
大
峠
等
も
追
々
ほ
完
通
し
､
堀
内
も
六

十
風
趣
､
狐
越
等
の
山
道
迄
修
築
延
長
し
て
'
盆
-
舵

地
方
造
賂
交
通
の
黄
金
畔
代
が
見
出
し
､
殊
に
山
形
を

中
心
に
相
川
地
方
が
車
塙
の
祉
兼
頻
繁
と
な
-
､
山
形

郎
縛
も
薦
め
に
頗
る
股
脈
と
な
っ
た
｡

明
治
三
十
三
布
地
逆
が
板
谷
と
経
て
堀
内
に
入
-
I

第

三
舵

二
二
四

･T
:

ニ

翌
三
十
四
年
ほ
は
山
形
苗
を
過
ぎ
て
北
進
し
て
以
凍
､

願
内
各
地
の
道
路
が
之
の
影
響
を
受
け
て
聴
接
し
た
｡

鉄
道
開
設
後
の
山
形
市
況
と
街
路

殊
は
山
形
市
の
香
澄
町
(
三
の
丸
内
)
の
閑
静
在
国
域

に
俄
か
ほ
荷
路
が
伸
展
し
て
t
fJ
ゝ
は
設
躍
し
た
山
形

輝
と
古
雄
の
商
業
術
が
連
絡
し
た
｡

加
之
鹿
々
の
蛋
地
が
迫
々
に
墳
充
rb
机
で
官
縛
撃
枚

等
の
建
設
が
あ
-
､
騨
前
置
の
外
に
商
工
業
者
'
旅
館

等
集
中
す
る
塵
も
出
兼
ね
｡

特
に
こ
の
匿
内
は
事
柄
の
交
通
が
多

い
が
､
之
は
輝

と
:.;
中
心
商
業
地
の
間
は
介
在
し
､
且
山
形
盆
地
を
縦

貫
す
る
南
北
の
軸
線
道
路
を
結
ぶ
位
置
に
な
っ
た
馬
め

と
考

へ
ら
れ
る
｡

,J
の
香
澄
町
が
繁
盛
匿
域
に
加
は
-
1
叉
南
北
に
長

い
商
業
術
が
史
に
北
斗
新
築

へ
延
び
､
且
諾
骨
組
の
約

詮
は
揮
っ
て
の
壌
地
の
減
少
､
そ
れ
に
数
回
見
舞
れ
た

大
火
英
等
の
薦
め
に
輔
の
荷
路
と
南
勢
の
鼻
化
が
蓋
し

大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
｡

商
工
業
糖
の
横
大
す
る

一
方
近
時
'･･
市
の
来
遊
の
高



燥
な
地
帯
が
桃
宅
術
と
な
る
の
は
曹
奴
…な
成
行
9

,

で
あ

る
｡
基
澱
も
著
し
い
の
は
新
築
の
粟
に
頂
-
字
､
築
地

町
と
其
宙

へ
寺
町
､
及
び
小
白
川

(
昭
利
六
年
凹
月
市

に
編
入
)
の

完
W
で
(主
に
宜
公
職
員
や
自
由
業
者
)櫓

伽
が
急
激
で
あ
る
｡

之
外
､
千
歳
公
園
よ
-
輯
北
方
官
町
迫
と
の
間
が
新

興
術
と
し
て
覚
業
闘
係
者
が
入
-
込
み
つ
J
あ
-
聴
衆

の
工
業
地
昔
と
し
て
目
さ
れ
る
｡
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･J
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敢
淀
は
南
東
部
の
地
蔵
町
か
ら
其
来
､
栗

原

耕

地
(
以

前
の
薬
種

｡
藍
等
の
産
地
p
今
は
日
本

l
の
楼
桃
畑
)

が
新
住
宅
匿
と
し
て
提
供
ru
れ
p
末
だ
凍
住
着
僅
少
で

は
あ
る
が
､
縦
横
の
術
路
が
果
樹
園
の
間
数
通
じ
tiJ
み

ら
.I)せ

る
｡
こ
.,
は
東
南

一
軒
に
名
勝
地

千

歳

山
を
控

へ
tTj
屠

-
.
殊
は
構
新
閑
雅
な
部
面
と
し
て
敵
も
飴
地
を
有
L

JJ
屠
る
塵
で
あ
る
｡

寮
近
山
形
地
方
の
道
路

地
道
開
通
教
連
し
て
､
螺
外

へ
あ
波
路
は
薦
め
に
其

職
能
が
著
し
く
滅
殺
さ
れ
.
荒
厳
し
や
う
か
と
恩
つ
寵

塵
､
近
時
自
動
車
の
利
用
激
糖
と
北
ハほ
復
興
の
機
を
帝

で
､
殊
に
摘
出
随
道
の
如
き
は
川
形
市
に
宮
城
騒
源
樺

か
ら
直
接
且
迅
速
を
鮮
魚
の
供
給
路
と
し
て
韮
婁
在
る

も
の
と
な
-
､
其
他
の
道
格
も
盛
ん
に
利
用
の
度
を
高

め
得
て
今
や
地
道
と
競
軍
の
状
態
と
な
つ
LJ
O

且
煉
内
道
路
が
良
好
な
る
乙
と
他
に
模
範
的
で
あ
る

と
言
は
れ
る
の
は
何
の
危
め
か
'
或
は
乙
J
に
扇
状
地

が
凝
逢
し
'
河
川
流
櫓
附
近
等
か
ら
多
畳
の
砂
塵
が
供

給
ruれ
る
故
と
考

へ
ら
れ
る
も

l.
方
で
あ
ら
う
が
'
恩

ふ
に
五
十
年
前

御
巡
串
が
あ
わ
'
其
前
裾
即
ち
彼
の

三
島
子
'
堰
令
で
あ
っ
た
以
凍
､
塵
多
の
難
的
な
突
破

し
て
此
山
間
地
勢
の
不
便
を
克
服
す
る
鑑

･
街
路
の
修

築

をし
た
不
断
の
協
力
に
よ
る
功
績
の
賜
と
考

へ
る
の

で
あ
る
｡
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泊
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注
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